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第１６回昭和大学歯学教育者のためのワークショッ

プは，７月３０日（土），３１日(日)に神奈川県葉山町ＩＰ

Ｃ生産性国際交流センターで開催されました．医学部

のアドバンスドと４学部のビギナーの WS と同時開催

で，夜は約１２０名の４学部の教員が参加する懇親会

が開催されました．宮崎学部長，小口理事長，片桐

学長の挨拶に続いて，小出医学部長，小川医学部教

育委員長のご挨拶もいただきました． 

その後東京歯科大学教授の佐野 司先生に「東京

歯科大学における歯学教育の改革と実践」というテー

マでご講演をいただきました．大変きめ細やかな学生

教育について，ご自身のご苦労と喜びがじかに伝わ

ってくるお話で，アンケート結果で参加者の満足度は

１００点満点でした．この講演に動機づけられ，４６名

の参加者は各グループに分かれて活発な討議を行

いました． 

本学歯学部がおかれた厳しい状況を打破すべく，

テーマ１．「国家試験の合格率の向上を目指して」と

テーマ２．「チーム医療ができる歯科医師の養成」と

重要なテーマに取り組みました．テーマ１は必ず達成

しなければならない最低ラインの確保で，学生の消

化不良をなくし，学習を促す試験を実施し，成績下位

者に対して効果的な指導をするためにどうすればよ

いかを検討していただきました．テーマ２は昭和大学

全体の教育目標の「チーム医療ができる医療人を育

てる」につながる本歯学部のオリジナル教育で，新し

く加わった学部連携教育を歯学教育にどのように位

置づけ，充実させるかを検討していただきました． 

東京大学医学教育国際協力研究センターの大西

弘高先生には，「学生に動機づけを与える授業と評

価について」ご講演をいただきました．学生を動機づ

けるための，ARCS モデル（A:注意 R:関連性 C:自

信 S:満足感）をどのように学べば良いか示す「スタ

ディガイド」の有用性，臨床評価において実施すべき

work-based assessment（現場での業務に基づく評

価）などわかりやすく解説していただきました．４大学

交流校の先生方にもディスカッションに加わっていた

だき，成績下位者に対する指導について紹介してい

ただきました．医学教育推進室長高木先生や薬学教

育推進センター長の木内先生には，それぞれの学部

の成績下位学生への取り組みや学部連携病棟実習

について説明していただきました． 

参加された先生方には時間割や試験時期の見直

し，進級試験のブラッシュアップや受験資格の厳格化，

指導担任制度の活用方法，学部連携病棟実習の改

善案，学部連携教育を含めた歯学教育のグランドデ

ザイン案などについて，実施にいたる具体的な方策

まで考えた完成度の高いプロダクトを作成していただ

きました．今後教育委員長と連携して，来年度の教育

に活かす予定です． 

ワークショップ委員および準備委員，各教室の先

生方には開催の３ヶ月以上前から準備を重ねていた

だき，大変感謝しております．ご多忙な時期にも関わ

らず参加していただいた先生方，運営にあたったワー

クショップ委員会，教務課の皆様に感謝します． 

 

厳しい暑さが続いておりますが，

皆様はいかがお過ごしでしょうか．

今年度歯学部の学生会長に就任し

ました歯学部四年の宋本儒享です． 

今年は東日本大震災という悲しい

出来事がありましたが，早く被災地

が復興し，被災者の方々の心の傷が癒え，また明る

い笑顔を取り戻してほしいと心より願っています． 

さて，時がたつのは早いもので，私ももう四年生に

なりました．一年の時に経験した寮生活が今ではとて

も懐かしくて，またあの頃に戻って友達と楽しく過ごし

てみたいと思います． 

最近はよく歯科医師にとって厳しい時代と言われ，

将来への不安などもあります．しかし，この大学を選

んで歯科医師になると決めた以上，学費を負担してく

れている両親に感謝して，残りの大学生活をしっかり

と勉学に励み，充実したものにしたいと思います． 

学生会長の就任に当たりましては，新入生歓迎行

事などの学校行事の計画や立案に積極的に参加す

るとともに，自分自身の学校生活を見つめなおし，学

生の手本となれるような言動，行動をとれるように努

めたいと思います．ご協力よろしくお願い致します． 

歯学教育者ワークショップ開催される 
歯学教育推進室 片岡 竜太

歯学部学生会の会長に就任しました 
        Ｄ４ 宋本 儒享
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この度は，貴学のワークショ

ップに参加させていただき誠に

ありがとうございます．私は北

海道医療大学で教務副部長を

担当しており，臨床教育の改善

を命ぜられている立場です．そ

ういうことから，全てにおいて私

立歯科大学・歯学部の手本とな

るような成果を残されている貴

学の教育基盤の裏側を勉強さ

せていただこうと思い，本ワー

クショックに参加させていただき

ました．まさに，期待通りのものであり，教員個々の

教育に対する熱意の高さ，教授が率先して改革に取

り組んでいる姿勢，多くのことを学ばせていただきま

した．特に今回のテーマに設定された「国家試験合格

率の向上を目指して」と「チーム医療ができる歯科医

師の育成」は，私にとってもタイムリーなテーマであり，

大変参考になるご意見を数多く聞かせていただきま

した．本当に真剣に，熱のこもった議論をされている

姿は，羨ましくもあり，我々もこうしなければと奮い立

たされる２日間でした． 

今回は，４大学交流の一環としてのご厚意に甘え

させて頂き，実り多き成果を持ち帰ることができまし

た．これを本学で有効に活用させていただき，本学の

教育の向上に反映させ，目に見える形で示すことこそ

が一番の恩返しであると思い，これからも歯学教育に

尽力することを宣言することで，お礼の言葉にさせて

いただきたいと思います．大変お世話になりました．

ありがとうございます． 

 

 

４学部合同進学説明会が旗の台キャンパスで７月

２６日（土）に行われました．３０度を超える暑さにもか

かわらず，全体で２３７組（歯学部２７組）の受験希望

者とその父兄が大勢参加しました．保健医療学部の

看護学科と理学療法学科が昨年度を上回る参加者

を集めましたが，他の学部の参加者は平均２割程度

減少しました． 

進学説明会は４号館の２階から６階の講義室，５号

館２階と５階の実習室および１２号館にある医学部の

スキルスラボを使って９：００から１３：００まで各学部

の説明と個別相談や催しが同時進行の形で行われ

ました．昭和大学全体の説明として「昭和大学の特

長・チーム医療について」を４号館６階講堂で，医学

部の説明は５階講堂，薬学部の説明は４階講堂，歯

学部と保健医療学部の説明は３階講堂，教育部の説

明は２階講堂で，参加者が各学部の説明を聞けるよ

うに，それぞれ時間をずらして２回ずつ行われました．

また各学部の個別相談や各種の催しは参加者が空

いた時間にいつでも訪問できるように進学説明会の

開始から終了まで，それぞれの説明会場前のホール

（医学部だけは５号館５階実習室）で開かれて，参加

者はパンフレットを見ながら真剣なまなざしで各ブー

スを回っていました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去年のトライアルに引き続き，今年は必修され

た４学部合同の学部連携病棟実習に指導員（ファ

シリテータ）として参加してきました．歯学部以

外の学生は既に病棟で臨床実習を行っていますが，

歯学部を含めた「チーム医療」を実体験するのは

初めてとなります． 

本来は歯科医師として伝えたいことが多数あり

ましたが，今回は指導の役割なので，我慢をして

学生主導の実習を見守り，必要最小限の知識提供

を行いました．実習中に歯学部生が担当患者の口

腔を診察し，アセスメントシートを作成するので

すが，他学部生は歯科領域ならではの視点に大変

興味を持ったようでした．そして口腔ケアの実施

計画書について意見を交換し，「虫歯の治療」だけ

ではない歯科の役割を共有していました．さらに，

歯学部生も薬学部生から口腔に関係する薬態の知

識や，看護学部生から長期的な医療のゴールに関

する知識を得ることにより，講義で学んだ内容を

この実習を通して身近に感じることができ，新し

い視点を得ることができたと話していました． 

実習開始前は，他職種を理解してこそ「チーム

医療」が成立するので，この点を意識して取り組

んでほしいと願っていましたが，学生同士が自然

に意見を交換する姿勢に深い感銘を受けました．

彼らが社会人になる頃には，「チーム医療」が必然

となっていると思います。その一員として立派に

活動できるよう，この実習体験が役立つことを願

っています． 

第１６回昭和大学歯科医学教育者のた
めのワークショップに参加して  

北海道医療大学歯学部 咬合再建補綴学分野

越野 寿

４学部合同オープンキャンパス  
        入試常任委員 山田 庄司

学部連携病棟実習（Ｉ期）にファシリテ

ータとして参加しました  
高齢者歯科学教室 桑澤 実希
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７月１３日‐２０日にかけて

イタリアのフィレンツェで行

われた第８回 IBRO World 

Congress of Neuroscience

に参加してまいりました．ヨ

ーロッパで行われる神経科

学の学会としては最大規模

のもので，４年に一度開催

されています．口腔生理学

の井上富雄先生，中山希世

美先生，歯科麻酔学の野中

睦美先生の４名が参加して

参りました．学会会場は閑静な場所で建物は学会会

場とは思えないほど素晴らしいところでした．今回の

学会では歯科の先生ばかりでなく，医科の先生方や

その他の研究者の先生方も発表されていて，普段あ

まり目にすることのない脳，神経活動に対する研究

手法や分析方法などの発表があり大変勉強になりま

した．また，初めての国際学会ということもあり元々つ

たない英語だけでなく身振り手振りも交えての発表で

英語をきちんと学ぶ必要性も痛感いたしました．今回

の発表では他の国の大学院生の先生方のお話も聞

くことができ非常に良い刺激をいただき，今後の臨床

や研究に対する励みになりました．このような機会を

頂いた教授並びに先生方にこの場をお借りして深く

感謝申し上げます． 

 

 

９月１０日（土） ：研修医採用試験 

９月１１日（日） ：歯学部オープンキャンパス 

１０月１日（土） ：大学院秋季入学式・富士吉田 

 父兄会 

１０月７日（金）-９日（日） ：旗が岡祭・いぶき祭 

１０月９日（日） ：第４回ホームカミングデー 

１０月１８日（火） ：歯科医師臨床研修マッチング発表 

１０月１８日（火） ：解剖慰霊祭 

１０月２２日（日） ：父兄会秋季部会 

 

８月６日（土）の午後，歯科病院において平成２３年

度第１回目オープンキャンパスが開催されました．こ

こ数年歯学部人気の低迷がつづいておりますが，幸

い本学歯学部は今春までの入試において多くの志願

者から選抜された優秀な新入学生を迎えています．

会場は歯科病院６階第２講堂で，高校２年生と３年生

を中心に，６１組９４人の参加をいただきました． 

宮崎歯学部長の挨拶に続き，４学部連携チーム医

療を主にした歯学部教育の特色，富士吉田キャンパ

スでの生活，入試に関する説明が行われました．そ

の後，本学卒業生（５回生千木良尚志先生）からの宮

城県における高齢者医療でのご活躍と歯学部志望

者に対する激励の講演をいただき，参加者だけでは

なく教職員一同「元気」をもらいました．インプラントの

最新医療，地域連携歯科の活動，小児歯科治療の

様子等の説明に加えて，学生教育に活用されている

ヒューマノイドロボット（歯科矯正学槇教授が開発され

た「昭和花子２」デモンストレーション）やバーチャルペ

ーシェント（歯科補綴学馬場教授が開発された南カリ

フォルニア大学と共同開発の最新教育システム）の

紹介も行いましたが，志望する生徒だけではなく父兄

の方々も大変強い関心を持っているようでした． 

本学部では，我が国の２０年後の状況を見越し，チ

ーム医療で実力を発揮できるように学部連携型カリ

キュラム編成や実習の充実化を進めています．卒業

時に何ができるのか（コンピテンシー）を明確にして，

社会の要請に応えられる歯科医師の教育を行ってい

るということも説明しました．これらの本学部の取り組

みについて，受験を考える生徒だけでなく，ご参加い

ただきました父兄の方々にも，しっかりとお伝えでき

たものと思います． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
患者数 １日平均 

前月１日

平均 

前年１日

平均 

外来患者 １８,６６３ ７４６．５ ７１９．５ ７２３．１

入院患者 ５３８ １７．４ １２．２ １５．９

第８回国際神経科学学会で発表しまし

た           大学院歯学研究科４年 

（口腔リハビリテーション医学専攻） 伊原 良明

行事予定      広報委員長 井上 富雄 

歯学部オープンキャンパス 
入試常任委員 山本 松男

診療統計（平成２３年７月分） 
医事課長 久米 徳明
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昭和大学に留学してきた学生などを対象とした大

学院留学生 Welcome Party が，平成２３年７月２２日

（金），大学病院中央棟７階職員食堂で開催されまし

た．外国人研修生７名（うち３名が歯学部），留学生

（医学部１名，薬学部４名）とその指導教員が出席し

ました．本来ならばもっと早く行うべきでしたが，震災

や原発事故の関係で来日が遅れたため，この時期に

なりました．偶然にも，いま薬学部の交換留学生７名

（米国５名，タイ２名）が滞在していましたので，彼らも

参加しました．本間国際交流センターの挨拶，山元薬

学部長の乾杯ではじまり，全員が自己紹介して，和

気藹々とした雰囲気で大いに盛り上がりました．最後

は岡野歯科病院長の３本締めで終わりました． 

後列右から，Enkhzaya Gurunndivaa さん（モンゴル

健康科学大学，歯周病学），山田教授（歯科薬理学），

Vajendra Joshi さん（インド・Navodaya Dental College 

and Hospital，歯科放射線医学）．前列右から天野准

教授（歯科薬理学），Zahirul Haque Bhuyan さん（バン

グラデシュ・サマジビティンク Dental College），岡野教

授（歯科放射線医学）．他の４名の方はインドネシア

からの留学生（薬学部）と中国からの留学生（医学

部）です． 

 

 

 

口腔生化学教室の大学

院４年，宮本阿礼さんが

第２９回日本骨代謝学会

にて高得点演題賞を受賞

しました．受賞演題名は

「二本鎖 RNA アナログは

イ ン タ ー フ ェ ロ ン

β/STAT1経路を介して破

骨細胞分化を抑制し骨粗

鬆症モデル動物の骨量を

増加させる」． 

 

 

 
 

 

 

私は７月２９日から３１日までの３日間，葉山の IPC

生産性国際交流センターで昭和大学教育者のため

のワークショップに参加しました．３日間とも梅雨に逆

戻りしたかのような曇りや雨のあいにくの天気でした

が，非常に有意義なワークショップでした． 

受講者は３４名（医１２名，歯７名，薬２名，保健医

療４名，教育部３名，看専１名）でした．３０日からは

医・歯学部アドバンスも同施設内で行われました． 

１日目は自己紹介後，A から E の５グループに分か

れて①医学教育・学内の問題点（KJ 法），②カリキュ

ラム・目標設定に関してグループ討論・発表，コミュニ

ケーションゲームに続いて理事長，学長を交えての

懇親会，２日目は③方略，④評価，に関してグループ

討論・発表後に，医・歯学部アドバンスを交えて総勢

１００数十名での懇親会で大変盛り上がりました．３

日目は①への対応および抵抗への克服に関してグ

ループ討論・発表，医学部アドバンスとの討論後終了

となりました． 

今回のワークショップでは医系総合大学として，昭

和大学がこんなにも教育・教育者育成に熱心に取り

組んでいることがよく理解できました．ぜひ今後の学

生・研修医の教育に十分に生かしたいと思います． 

 

 

 

歯学部便り８月号をお届けします．毎回のことです

が，お忙しい中，時間を割いて執筆していただいた先

生，教務の方々には本当に感謝しております．夏とい

えばワークショップ，今年も多くのワークショップが開

催されました．今回はこれらの企画・運営のために先

生方や教務の方を含む多くのサポーター方々の存在

を知ることができました．参加された先生方が頭に汗

をかきながら，学生さんたちにどのように学んでもら

おうかと試行錯誤しておられる姿が浮かび上がってき

ます． 震災以降、突然何が起こってもおかしくないこ

とを誰もが経験済みだと思いますが，ここで学ぶ学生

さんたちが、人を思いやる心と医療人としてどんな状

況にでも対応できる知識や経験をより多く備えた人に

成長していくことを祈ってやみません． 

大学院留学生 Welcome Party が開催さ

れました。 歯科放射線医学教室 岡野 友宏 

受賞     広報委員長 井上 富雄 

昭和大学教育者のためのワークショッ

プに参加しました    
地域連携歯科学講座 丸岡 靖史

編集後記  歯科放射線医学教室 松田 幸子


